
【盛土対策事業】
安全性把握に関する調査実施率（１００％）
危険が想定される盛土の対策等実施率（１００％）

【盛土対策事業】
事業主体 事業内容 工期

実績値 備考

100 100% 目標達成

100 100% 目標達成

４　今後の方針

安全性把握に関する調査実
施率

　北中山地区の現地において、R3年度安全性把握の調査・測量・設計を委託（期間R4.2～R5.3）により実施するとと
もに、設計に基づき、安全性確保対策（盛土崩落対策工事）を実施した（期間R5.2～R6.3）。なお、現場での対応方
法の検討と調整に時間を要したことから、事業計画期間内の完成には至らなかったが、繰越により工期を延長し、令
和６年３月末までに整備が完了した。

２　事業効果の発現状況

　盛土崩落対策事業により、切迫した危険性のある箇所の調査・測量・設計を行うとともに緊急的な対策工事とし
て、排土工や残土処理等を実施した結果、現地の地すべり拡大の危険が解消し、安全性が確保された。

目標値

100

100

３　成果目標の目標値の実現状況

指　標

仙台市

仙台市

R3～R4

R4

１　交付対象事業の進捗状況

対象事業

全体事業費

安全性把握調
査
盛土崩落対策
事業

北中山

４５５，９４２，０００千円
（内訳　安全性把握調査費２２,１１２,０００、
        対策工事費   ４３３，８３０,０００　）

事業型 事業箇所名 関係市町

計画の目標

評価の指標

「盛土による災害防止のための総点検について（令和3年8月11日付け農振第1295号農林水産省農村振
興局長通知外）」に基づき確認された危険が想定される盛土について、安全性把握に関する調査・監
視及び公共として切迫した危険性のある箇所の緊急的な対策等の実施を行う。
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危険が想定される盛土の対
策等実施率

　本計画対象事業として、盛土対策緊急工事は行政代執行により令和５年度末に完了した。
　このため、従来の事業者への現地引き渡しを令和６年度始めに速やかに行い、引き続き、事業者による森林法
第１０条の２の林地開発許可制度の手続きにより、適切な現地管理を指導するもの。

盛土崩落対策工事の内容
・排土工 V=48,600㎥
・残土処理工 V=27,790㎥
・排水工 L=1,886ｍ
・法面保護工(植生工) A=15,194㎡
・護岸工 A=1,060㎡
・盛土工 V=20,180㎥
・仮設工 一式

北中山

宮城県

宮城県

調査測量設
計業務一式

排土工ほか

計画策定主体 宮城県

対象市町村 仙台市

計画期間 令和３度～令和４年度

農山漁村地域整備計画事後評価調書

事後評価に当たって

　令和３年実施の盛土総点検により、北中山地区（仙台市泉区）の林地開発箇所が課題のある盛土と確認されたため、令
和３年度補正予算により、現地の安全性把握の調査を行うとともに、調査結果に基づき、令和４年度～５年度において、
排土工等盛土の崩落防止対策を実施したもの。

計画の名称 宮城県盛土対策計画


